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第一支部

第一支部報告

ア．浦和区健康まつり説明会
　（ア）日時：平成 28 年 10 月 6 日（木）　14：00 ～
　（イ）会場：浦和コミュニティセンター
　（ウ）参加：地区理事
　（エ）内容：健康まつりについて

イ．浦和区健康まつり
　（ア）日時：平成 28 年 11 月 6 日（日）　10：00 ～ 15：00
　（イ）会場：浦和コミュニティセンター（浦和駅東口コムナーレ 10 階）
　（ウ）主催：浦和区役所保健センター
　（エ）協働：アシスト浦和 21
　（オ）内容：
　　（ 1）医療で用いる放射線検査についての説明
　　（ 2）骨密度測定の実施
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ウ．平成 28 年度第 2回勉強会
　（ア）日時：平成 28 年 11 月 24 日（木）　19：00 ～ 20：50
　（イ）会場：コムナーレ浦和　15 集会室
　（ウ）参加人数：36 人
　（エ）内容：
　　（ 1）メーカー講演　19：00 ～ 座長　済生会川口総合病院　土田拓治
　　　『デジタルマンモグラフィ装置 Selenia Dimensions』
 ホロジックジャパン株式会社　矢田絵都子
　　（ 2）一般講演　19：20 ～ 座長　済生会川口総合病院　森一也
　　　『当院の腰椎撮影条件の検討』
 演者　済生会川口総合病院　戸澤僚太
　　　『英語発表ってどんなの？』
 演者　済生会川口総合病院　志藤正和
　　（ 3）特別講演　20：00 ～ 座長　済生会川口総合病院　森一也
　　　『治療用照射装置出力線量の第三者機関による測定を実施して』
 演者　済生会川口総合病院　倉持正樹
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第二支部

　本原稿執筆時点ですでに師走に入っており、第二支部における定期勉強会は全て終会となった（第 6回
は降雪で中止となったが）。
　去る 8月 27 日、循環器CTセミナー 2016 が開催され、天候にも恵まれない状況であり、また去年まで
使用していた会場が使用できなくなり、今年度から初めて浦和の会場で行うこととなり参加者数への影響
が懸念されたものの、262 人の参加者となり大盛況で終会とすることができた。本年度も関東からはもち
ろん、石川県や新潟県、山梨県など、遠方からの参加者も見受けられた。私自身は業務が終わってからの
参加となったが、本年度より午前からの一日開催となり、ランチョンセミナーのために用意したお弁当が
開会と同時に消えていったという、嬉しい悲鳴を実行委員や参加者から伺った。これもひとえに実行委員
の皆さま、メーカーさま、講演ならびに座長を引き受けていただいた皆さま、そしてご参加いただいた皆
さまの協力の賜物であり、この場をお借りしてお礼申し上げる。
　第二支部では定期勉強会の他に循環器CTセミナーのような支部の枠を越えた実行委員による勉強会を
いくつか開催させていただいている。定期的な実行委員会は開催しているものの、驚くべきはその裏の
メール会議である。講師の方々は自主的にスライドづくりを進め、メールで投げられれば実行委員の意見
交換が始まる。そしていつしか全てのセッションが完成している。また進行や時間配分についてもいろい
ろな角度からのご意見を頂けるため、かなり完成度の高い勉強会になっているのではないかと感じる。ま
たその様子を見た若手の技師さんは、日常業務や自身の勉強が忙しい中でも、当たり前のようにメール
チェックや意見交換に参加してくれる。真剣にメール会議をすることでいざ顔を合わせれば熱い話が交わ
され、懇親会でもその火が消えることなく、飲食代以上に有意義な時間を過ごすことができる。たまに
「何でこの人たちはこんなに会話が続くのだろう」と思うことさえあるが、これは皆が自分の好きなこと
を見つけ勉強し、好きではないことも勉強し、自分なりの解釈をして誰かに伝えられるだけの努力をして
きたからに他ならないと思う。熱意を向けたことを熱意を持って伝えれば、必ず誰かに響くものであり、
経験年数は関係なく、このような方々にお話いただければ支部は必ず活性化し、ひいては日常の診療放射
線業務も楽しいものになるではないでしょうか。

第二支部会からのお知らせ
循環器CTセミナー 2016 開催報告

所沢ハートセンター　柴　俊幸
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　今後も第二支部へのご協力をお願いするとともに、ぜひ「我こそは！」という技師さんがいれば遠慮な
くお声掛けいただければ幸いである。

　平成 28 年度第４回勉強会の特別セッション、一般撮影の発表では、埼玉医科大学病院の仁藤 真吾氏に
「Talbot-Lau 干渉計 X 線撮影装置による臨床撮影」について発表していただきました。発表内容は、ま
ずTalbot-Lau 干渉計についての原理、Talbot 効果と Lau 効果の解説からはじまり、出力画像には、吸収
画像と微分位相画像、小角散乱画像の 3種類の画像が得られることを学びました。そして現在、埼玉医科
大学病院ではTalbot-Lau 干渉計撮影装置を用いて、早期リウマチの診断の研究が行われているそうです。
　実際の手のMP関節画像を供覧しましたが、関節の軟骨部分が実に鮮明に描出されていたことに驚き
ました。そして矢継ぎ早に５つの症例画像を提示して解説していただきましたが、軟骨のくぼみや希薄
化、表面不整など、従来のX線画像では決して見ることができない画像を見ることができ、私を含め、
参加者にとって大変有意義な時間を過ごすことができました。そして発表後の会場からの質問には、X線
管球の焦点サイズのこと、健常者の関節軟骨の厚みに関すること、手のMP関節を研究対象に選んだ理
由など非常に活発な質疑応答になりました。
　将来的には、製品化されるのは間違いないTalbot-Lau 干渉計撮影装置ですが、実用化に向けて克服し
なければならない問題点はいくつかあるようです。私がお聞きしたお話では、現状ではX線の出力が小
さく、照射野が 8× 8cmであるため、厚みのある部位や大きな視野では撮影することが難しいというこ
と、皮膚のしわまで画像に写りこむため、エコー用のゼリーを使用して表面を均一にしてから撮影する必
要があること、Tシャツや衣類はアーチファクトになるため、脱衣のプライバシー問題などが課題として
挙げられるようです。
　いずれにしても、本装置は従来のX線撮影より感度が高く、リウマチの早期診断やがんの早期発見へ
の貢献が期待されており、従来の検査の勢力図を大きく塗り替える可能性を秘めています。今後の
Talbot-Lau 干渉計撮影装置の動向に注目していきたいと思います。

　企画 2「整形疾患から考えるCT撮影のポイント」として越谷市立病院　村本　圭祐さまに頚椎・腰椎
のCTについてご講演いただいた。
　内容は、解剖やポジショニング方法、撮影方法、一般的な症例から希少な症例の解説、さらには、物理
特性やMAR（メタルアーチファクトリダクション）までバラエティに富んだ内容であった。その中でも

第 4回特別セッション座長集約
１）一般撮影

防衛医科大学校病院　野瀬　英雄

２）CT 「整形疾患から考えるCT撮影のポイント」
上尾中央綜合病院　金野　元樹
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環軸関節回旋位固定という症例が興味深い内容であったのでピックアップした。
　環軸関節回旋位固定とは、10 歳以下の小児に好発し、斜頚位が特徴で矯正しようとすると強い痛みを
訴える病症である。 軽微な外傷や何らかの頚部周辺の炎症が誘因となって発症することもある。 環椎・
軸椎周囲の軟部組織異常の有無を確認する上でもCTは有用であり、この症例を疑う際には軟部条件が必
要である。環軸関節回旋位固定は環椎のすべる方向、すべり具合などによって Fielding 分類（Ⅰ～Ⅳ）
に分かれ、分類分けおよび形態評価にVR画像は有用であるとのことであった。
　椎体系の症例においてCT撮影を行う意味、有用な画像処理についてご教授いただき、聴講者の皆さま
も明日から実践で使える内容であったと思う。
　現在、新たな認定資格として画像等手術支援認定診療放射線技師の話が尽きなく、整形領域においても
3D画像の有用性は十分ご承知の事と思う。また高性能 CT装置の普及、ワークステーションの発展も伴
い、整形領域の 3D検査は増加傾向である。しかしながら、患者の状態によるポジショニングの工夫、装
置の性能を熟知した撮影条件の設定、臨床から考える画像再構成・処理の重要さは、今後も不変であり、
村本さまのご講演内容に合った通り、臨床情報や画像から症例までの一連の流れを考えることにより、見
た目だけの 3D画像ではなく、症例に対してどのような手を加えればよいかという、職人気質な部分に気
付けるのではないかと考える。
　埼玉県では、今年度より骨・軟部画像診断研究会が発足されている。個人的には整形領域の勉強会が少
なく感じている部分もあり、嬉しい限りである。これを機に私自身も含めて整形領域に興味を持ち臨床に
活用できる診療放射線技師が増えてくれることを願う。
　演者の村本さま、ありがとうございました。

　このたび、特別セッションのMRI モダリティにおいて、腰椎MRI を中心とした講演が企画された。腰
椎MRI は整形領域の検査の中でも頻度の高い検査であり、MRI の特性やプロトコルの組み立ての難しさ
を常に体感する部位であると思われる。今回、腰椎のMRI を撮影するにあたって知っておかなければな
らない臨床面の知識や、撮像技術について、上尾中央総合病院　石川応樹氏による講演が行われた。
　腰椎MRI は腰痛の精査で行なわれることが多いが、下肢痛を伴わない腰痛の 85％は画像検査において、
病理解剖学的な診断を正確に行なうことが困難であると報告された。よってMRI 画像診断の役目として
原因の明らかな腰痛と明らかでない腰痛を分類することが重要とのことであった。そのためには病変に合
わせたプロトコルの設定・組み立てが必要である。
　例えば、腰椎の代表的な疾患である椎間板ヘルニアは、神経支配領域（デルマトーム）を反映した神経
症状を呈することがあるので、病変の検索には撮像範囲に注意する必要があるとのことであった。椎間板
ヘルニアは突出する場所や程度で撮像範囲を随時決定する必要があり、そのためには椎間板ヘルニアの病
態や神経支配領域を把握しておくことが助けになるとのことであった。また撮像範囲を決定するに当た
り、クロストークアーチファクトが問題となることが多いが、スタック撮像やスライス励起順の変更な

３）MRI「プロトコルを考える ～基礎からの腰椎MRI ～」
済生会川口総合病院　丸　武史
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ど、具体的な対策方法が講じられた。さらに連続Axial 撮像の意義についても報告があり、施設における
シーケンスの特徴も紹介された。
　その他、脊柱管狭窄症による馬尾弛緩や sedimentation sign、分離すべり症におけるAxial の脂肪抑制
T2WI の有用性、椎体骨折や腫瘍・脊椎炎においての撮像シーケンスの選択方法や鑑別点など、学術論文
や各種ガイドラインに基づいた説明が行われた。さらに本講義を終えた際、会場からはT1WI Axial の必
要性（ルーチンに含めるかどうか）などの質問があり、活発な討議が行われ、腰椎MRI 検査の関心の高
さ・奥深さを実感する内容であった。
　本講義では、腰椎MRI において診断できる腰痛の原因病変をしっかりと描出することが重要であるこ
とと、そのためには臨床の知識や撮像技術が欠かせないことがあらためて示された。われわれ診療放射線
技師の役目として、臨床価値の高い画像を提供するために、これからも精進していきたいと思う。

　製品紹介では、富士フイルムメディカル株式会社 浅野省二氏に、一般撮影の最新画像処理として「ダ
イナミック処理」をご紹介していただきました。ダイナミック処理とは、被写体組織認証を採用して自動
濃度調整を行い、被写体のダイナミックレンジを解析することで被写体全体を描出することが可能になり
ます。
　従来の処理では、画像の全領域のヒストグラムから関心領域を推定して S値を算出するため、ヒスト
グラム形状によって、L値の自動調整を行わなければなりませんでした。しかし、ダイナミック処理では、
被写体以外のもの、例えば、鉛の遮蔽物やインプラントなどの人工物をコンピュータが自動認識して、被
写体の関心領域を把握し、ヒストグラムを生成してから S値を決定することが可能になりました。従来
の処理よりもコントラストの安定性が増したため、L値は固定となりました。そして画素ごとに被写体厚
を推定し、L値の範囲内に画像データが収まるようにダイナミックレンジ圧縮を自動調整。被写体厚によ
るバラツキを抑えて安定した画像を生成できるようになりました。
　従来処理とダイナミック処理の画像を供覧したところ、ダイナミック処理の画像では、従来処理の画像
と比較して被写体内の全領域においてコントラストが際立っていました。私的には少し強調が強めな感じ
が否めず、自施設に導入した場合、経過観察している過去画像との整合性を確認する必要があるように感
じました。処理時間については、従来処理とあまり変わらずストレスは感じないとのこと。処理パラメー
タは従来処理と同様だそうです。
　一般研究発表では、『一般撮影の線量管理　最新状況』と題して、同じく富士フイルムメディカル株式
会社の浅野氏に発表していただきました。内容は、富士フイルムメディカル株式会社が開発した放射線部
門管理支援サービスASSISTA Management（アシスタ マネジメント）についての説明でした。現在販
売されている富士フイルムメディカル株式会社の F-RIS には、統計処理機能が搭載されており、患者情
報や検査部位など F-RIS の持っているパラメータ情報から検査情報を抽出することが可能でした。しか
し、抽出された情報から平均検査時間や再撮影率を求めるには、抽出データをエクセルに展開して統計解

富士フイルムメディカル株式会社講演 座長集約
防衛医科大学校病院　野瀬　英雄
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析する必要があり、ユーザーが求めている情報を入手するにはちょっとしたコツが必要でした。今回発表
していただきましたASSISTA Management は、検査時間や再撮影率だけでなく、X線撮影条件、S値・
EI 値、撮影機器稼働実績、IP 撮影実績、DRカセッテ衝撃リストなども分析することができるようです。
ASSISTA Management は、リモートメンテナンスで使用するネットワークを介して、検査情報をデータ
センターに送信。その情報からさまざまなグラフやリストの作成が可能になるようです。再撮影の画像の
みをピックアップ、サムネイル画像としてリスト化することも可能で、画像検討会などで役に立ちそうで
す。今後、装置や検査室の稼働実績、技師の平均撮影時間の情報をデータとして蓄積されれば、そのデー
タを基に、各施設に適した検査運用支援システムを構築することもできそうな気がしました。

　平成 28 年度第 5回勉強会において、国立リハビリセンター病院　肥沼　武司氏による「CT用低コン
トラストファントムの作成」についての発表があった。
　国立リハビリセンター病院では平成 26 年に、ほぼ全モダリティを更新し、その際に CTは前機種との
画像評価の比較を行った。しかし、低コントラスト用ファントムを所有していなかったため、それを用い
ての画像評価は行えなかった。そこで市販で購入可能な素材を使用し、ファントムの自作を行った。
　素材はマジカルウォーター、FRP、クリスタルレジンの 3種類のファントムを作成された。計測をする
際には教科書を基にし、教科書に近い値にならなければ、それは失敗の可能性があり、また低コントラス
ト検出能の影響因子は、CTノイズ特性の影響因子とほぼ同じであるが、空間分解能の影響が視覚的評価
とCNRで異なる。
　費用の総額は 13550 円程で抑えられ、低コントラスト用ファントムは購入すれば 200 万円程もする高額
なもので容易ではない。
　計測結果はどれも良好なもので、自施設の基礎評価であれば手作りファントムで十分という肥沼氏の見
解に至った。また研究発表を見据えた内容なので、国立リハビリセンター病院の技師と共同で作成、計測
をしたことにより、良い指導材料になったそうだ。
　私の施設ではファントムの制作はもちろん、ファントムを使っての計測も行ったことがないが、このよ
うな研究は知識向上、装置の習熟度の向上だけでなく、CT装置の適切な状態が維持されていることを確
認するためにも大変重要なことだと感じた。
　最後に、本勉強会において私は人生で始めて座長を務めさせていただきました。当日までに所沢ハート
センター柴さまによるメールでの細かい指導、段取りもあり、大きな不安を抱えることなく本番を迎える
ことができました。本番では質問も活況し、時間は押してしまいましたが、とても良い雰囲気で行えたと
思います。このような貴重な経験をさせていただきまして有難うございました。この場で感謝申し上げま
す。

第 5回第二支部セッション座長集約
CT用低コントラストファントムの作成

狭山中央病院　浜田　真行
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　第 5回埼玉県診療放射線技師会第 2支部の研究会は、第 2支部の診療放射線技師で演題を発表し、交流
を深めるというテーマで行われた。
　今回、私はAngio を題材とした二演題の座長を務めさせていただいた。
　始めの演題は「3月稼働のAngio-CT 装置について ～ Angio/80 列 CT/US の可能性～」で、第二支部
ではAngio ‐ CT装置を入れている施設は少なく、実際にどのように運用しているか気になる所であっ
た。演題内容は、Angio 室に東芝社製の最新Angio ‐ CT装置を導入して、各機能の特徴や実際使用し
た所感などを話していただいた。主な機能としては SPOT Fluoro、Dose Tracking System・3D Road 
Map・CT Fluoro Half Scan・US Aplio500 が挙げられていた。特に、SPOT Fluoro と Dose Tracking 
System は東芝社製独自の機能である。SPOT Fluoro は透視時に四角で囲った部分のみ透視する機能で絞
り込みによる線量増加の抑制になるということだった。Dose Tracking Systemは、Angio 装置のX線照
射情報 から PeakSkinDose（PSD）を リアルタイムで積算していくもので、皮膚吸収線量の表示も数値
やカラー表示となっており、医者や看護師でも分かりやすい仕様となっていた。
　次の演題は「0（ゼロ）からSTART！Angio 稼働 ～稼働に向けた経験報告～」で、私はAngio 室を立
ち上げたことはなく、身近な施設で立ち上げの話が聞ける機会はほとんどないため楽しみにしていた。演題
内容は今まで行っていなかったAngio 検査を 0から始めるに当たって、どのようなことを重要視している
か、どういった事が苦労したかなど、赤裸々な部分も話していただいた。Angio 検査は診療放射線技師だ
けではなく、医者・看護師で行う検査で、これらの他部署と密接するため、コミュニケーションを取るのは
もちろんのこと、業務内容のすみ分けががとても重要とのことだった。業務のすみ分けに関しては検査や緊
急時を想定したシミュレーションを行うことで、他部署との業務のすみ分けは確立されていると感じた。
　私が担当した二演題は、共に未経験の内容だったのでとても貴重な話を聞くことができ勉強をさせてい
ただいた。こういった経験談からたくさんの事を学び、私も自分の経験を伝えられるよう日々精進しよう
と感じた。

　座長依頼を受けた際の講義タイトルは「転移のメカニズム」．．．．のはずであった。小澤先生の「転移の
メカニズム」は以前にも一度拝聴する機会があったため「それならば自分にも何とか務まるかもしれな
い」これが最初の意気込みであった。しかし、勉強会数日前に柴副会長より突然のメールが。
（以下メールより）

第 5回第二支部セッション座長集約
「3月稼働のAngio-CT 装置について」・

「0（ゼロ）からSTART！ Angio 稼働」座長集約
埼玉石心会病院　千葉　雅恭

第 5回 特別講義 座長集約
埼玉石心会病院　塩野谷　純
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　お世話になります、柴です。
　　　　　　　　　先日お話した小澤さんのタイトルが変わりましたｗ
　　　　　　　　　「身体のメカニズムと画像診断」
　　　　　　　　　～ ルーティンのままにそのままに 僕は君だけを検査できない ～
・・・このサブタイトルは？
・・・・読み上げなきゃやっぱりダメなのか？？
・・・・・むしろ歌うような感じで紹介しなきゃ怒られるのか？？？
・・・・・・小澤先生に確認したら「絶対やれ！」って言われるに違いない．．．。
そんな不安を抱きつつ睡眠不足のまま当日を迎えたのである。
　講義は大きく分けて２部構成となっていた。まずは質の高い検査、すなわち画像診断を行う上で重要と
なる撮影への準備である。新人の頃に放射線医より「画像診断は当てもんじゃね～！」と怒鳴られたこと
を今でも思い出すことがある。つまりは小澤先生の講演でもおっしゃっていた通り、患者の身体情報や血
液データ・腫瘍マーカーなど、撮影前に得られる情報の使い方を熟知し実践することで、患者さんの目的
に合わせた検査を行うことができるのである。そしてそのような検査から得られた画像には「何か疾患が
写っていませんか？」という問い掛けから、「ここまで写っていれば診断つきますよね？」と言った読影
医との画像を介したディスカッションにも繋がるのではないかと思う。十数年前に小澤先生よりこれら検
査指導を受けた身としては非常に懐かしく、また現在自分がどの程度後輩指導へと伝えられているのかを
反省しながら拝聴していた。
　後半は、がん組織の転移メカニズムの話であった。他施設で使用しているものや研究会から推奨するも
のなど、CTの撮影プロトコルが容易に入手でき、またある程度の検査はどの施設でも行える装置環境が
整っている昨今では、検査目的を根拠立てて理解する、もしくは教育することが少なくなってきているよ
うな気がする。これからの診療放射線技師を育てる意味でも、本日の内容は新人スタッフを始め多くの
人々に聴いてもらいたいと感じる内容であった。
　最後になるが、結局のところサブタイトルをコールすることができなかった勇気のなさを自らの課題と
しておく。
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第三支部だより 
 

 
➨୕支㒊理஦ Ώ㒊 㐍୍ 

ㅽၨ 

᪂年あࡅましておめでとうごࡊいます。 

᫖年は支㒊合ྠຮᙉ会（୍支㒊㹼භ支㒊）に多ᩘご参加していたࡔき、ຮᙉ会・᠓ぶ会

ともに┒ἣを༤すことができ、ឤㅰ申し上ࡆます。多くの方々のᮇ待にᛂ࠼ることができ

るよう地༊ᙺ員୍ྠこれからもດຊしてまいりますので、今ᚋともごᣦᑟご㠴᧡を㈷りま

すようお㢪い申し上ࡆます。 

本年もⓙさまのご೺຾とご多ᖾをお♳りするとともに、᪂年のごあいさつと⮴します。 

                                     敬ල  
 
➨୕支㒊では、᫖年度にホームページを㛤ദすることができました。会員のⓙさまに  

➨୕支㒊・地༊の㛤ദ஦㡯、活ືሗ࿌をⓎಙしてきましたが、ࢺ࢖ࢧはまࡔまࡔⓙさまの  
‶㊊いくものではないかもしれませࢇ。ⓙさまにはࢺ࢖ࢧの内容に対しごព見・ごせᮃ・ 
ごᥦ᱌などごࡊいましたら、お▱らせいたࡅࡔるようお㢪い申し上ࡆます。  
 また今年㸱月に予定しているຮᙉ会・地༊定ᮇ総会では、ᙺ員のᨵ㑅を行います。  つ

き ま し て は 地 ༊ 活 ື を ᥎ 㐍 す る た め の ⇕ ព を ᭷ す る 会 員 を ເ り ま す の で 、 ❧ ೃ ⿵ の  
ពᚿのある会員は、㸰月ᮎまでに➨୕支㒊ホームページの「問合せ先」までご連絡くࡔさ

い。 

 

࠙ሗ࿌஦㡯ࠚ 

（㸯）➨୕地༊ࣜ࢘࣎ング኱会 

㸬㛤ദ日時：平成࢔ 28 年 10 月 7 日（㔠） 19：00㹼20：30  

 ングセンターࣜ࢘࣎㸬㛤ദ会場：ᕝ㉺࢖

㸬参加人ᩘ：28࢘ 人 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

第三支部
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（㸰）➨㸯ᅇ 埼玉㹁㹒ࢥロࣀグラフ࢕ー研✲会（6&T&M：6aitaPa &T &RlRQRgraphy PeetiQg） 

㸬㛤ദ日時： 平成࢔ 28 年 11 月 10 日（ᮌ）19：00㹼21：00 

  タᕝ㉺ࢫ࢙࢘ 㸬㛤ദ会場： ᕝ㉺㥐す口࢖

㸬参加人ᩘ： ⣙࢘ 120 人（47 ᪋タ） 

 㸬内  容： 㹁㹒㹁の㸰ḟ検査でのᙺ๭࢚

※6&T&M のホームページ https���sites.gRRgle.cRP�site�sctcPeetiQg�lecture 

 

（㸱）埼玉県診療放射線技師会 支㒊合ྠຮᙉ会 

㸬㛤ദ日時：平成࢔ 28 年 11 月 12 日（ᅵ）13�00 㹼18：30 

  ジᅄᏘのἨ ‮࢖ࢸࣜ࣊ルࢸ㸬㛤ദ会場：ホ࢖

 、㸬内  容：Ϩ㸬支㒊Ⓨ⾲：合ྠ⑕౛検ウ会࢘

ϩ㸬技師講₇：「⿕ࡤく┦ㄯࡸってますか」 

Ϫ㸬≉ู講₇：「6A5T のミࣙࢩࢵンとᮍ来࡬目ᣦす࡭きࣅジࣙン 

        㹼みࢇなのために㸟ࡦとりのために㸟㹼」 

ϫ㸬᠓ぶ会 

 

 

 

 

 

 

            ⏣ᓥ 技師              会場㢼ᬒ 

（埼玉་⛉኱学ᅜ㝿་療センター） 

  

（㸲）ᩆᛴセミナー（➨୕支㒊㛤ദ） 

㸬㛤ദ日時：平成࢔ 28 年 11 月 16 日（Ỉ）19�00ࠥ20：30 

タᕝ㉺ 活ືᐊࢫ࢙࢘：㸬㛤ദ会場࢖ 3 

㸬参加人ᩘ：14࢘ 人 
 㸬内容：୍ḟᩆ࿨ฎ⨨（&35,AE'）の⩦ᚓ࢚

 

࠙今ᚋの予定ࠚ 

（1）➨୕地༊ ᪂年会 

㸬㛤ദ日時：平成࢔ 29 年 1 月 28 日（ᅵ） 19�30ࠥ21�30 

 （ᕝ㉺ᗑ） ࡸ㸬㛤ദ会場：ภ㤋ᾏ࢖ 

㸬会 ㈝ ：5000࢘  円 

 

（2）➨ 3 ᅇ ➨୕地༊ຮᙉ会・定ᮇ総会 

㛤ദ日時：平成 .࢔ 29 年 3 月 17 日（㔠）予定 

 タᕝ㉺ 予定ࢫ࢙࢘：㸬㛤ദ会場࢖

 ー講₇ 予定࢝㸬内  容：技師講₇・࣓ー࢘

➨୕支㒊ホームページ 

KWWS���VDLWDPD�VKLEX�MLPGR�FRP� 
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第四支部

　平成 28 年 10 月 30 日（日）、深谷市総合体育館（深谷ビッグタートル）にて「のばそう健康寿命、ひろ
げよう福祉の輪」をテーマに、第 11 回深谷市福祉健康まつりが行われました。県内社会福祉施設、関係
福祉団体、医療団体など、75 団体およびアトラクション参加団体 25 団体が参加し、お子さんから高齢者
まで、幅広い世代の方々で賑わいをみせました。
　埼玉県診療放射線技師会第四支部では公益活動の一環として毎年参加をしています。「あなたのための
医療画像展」として「パネル展示」「骨密度測定」「被ばく相談」「子供のためのスーパーボールすくい」
「コニカミノルタ　血中酸素濃度（SPO2）測定」「コニカミノルタ　ワークステーション展示」を企画し
ました。今回は 450 人を超える来場者がありました。被ばくについての相談はありませんでしたが、大盛
況でした。
　これからもこのような活動を通じてわれわれ診療放射線技師の職種・役割を知っていただき、多くの
方々の健康維持のお手伝いができればと思います。
　最後に、実行委員、ご協力いただいたメーカーの方、大変お疲れさまでした。

第 11 回深谷市福祉健康まつり実行委員
会員名 施設名 会員名 施設名

齋藤　幸夫 深谷赤十字病院 柏瀬　義倫 深谷赤十字病院
清水　浩和 熊谷総合病院 登坂　崇史 深谷赤十字病院
大野　渉 羽生総合病院 坂本　里紗 深谷赤十字病院
新井　偉生 東松山市民病院 小島　萌 深谷赤十字病院
横田　文克 秩父市立病院 成田　麻美 深谷赤十字病院
高井　太市 小川赤十字病院 浅見　有希 深谷赤十字病院

長沼　紗由美 深谷赤十字病院
ご協力メーカー　コニカミノルタ　ヘルスケア　株式会社　　相川さま　・吉岡さま

第 11回深谷市福祉健康まつり　参加報告

第四支部　齋藤　幸夫
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　平成 28 年 11 月 12 日（土）13：30 ～　ホテルヘリテイジ四季の湯温泉にて、第一・二・三・四・五・
六全支部合同の「平成 28 年度支部合同勉強会 in kumagaya」が開催されました。内容は以下の通りでし
た。

支部合同症例検討会
「救急・時間外CTの基本的症例～技師から医師へのアプローチ～
頭頸部外傷性疾患・・・・・第一支部　埼玉県済生会川口総合病院 鈴木　友理
外傷（胸部～骨盤腔）・・・第二支部　防衛医科大学病院 高橋　　敦
内因的大血管疾患領域・・・第三支部　埼玉医科大学国際医療センター 田島　秀晃
腹部領域　その 1・・・・・第四支部　医療法人熊谷総合病院 吉田　　敦
腹部領域　その 2・・・・・第五支部　獨協医科大学越谷病院 天草　　峻
頭部内因的疾患・・・・・・第六支部　指扇病院 安川　紘平

講演
「被ばく相談に必要なコミュニケーション術」　 上尾中央総合病院 佐々木　健
「相談者に合わせた被ばく相談対応実例」　　 　埼玉県済生会栗橋病院 内海　将人

特別講演
「SRATのミッションと未来へ目指すべきビジョン」　　日本診療放射線技師会理事
 埼玉県診療放射線技師会　副会長　　富田　博信

　初めての試みで行われた第一・二・三・四・五・六、全ての支部が協力しての合同勉強会は、157 人の
参加者で大盛況となりました。支部ごとの演題発表もあり、ボリュームのある内容となりました。また会
場では白熱した質疑応答となり、活気ある勉強会となりました。その後の懇親会でも支部や世代を越えた
交流がみられ、有意義な時間となりました。今後も会員の皆さまが参加しやすく、興味ある内容を提供で
きるよう努めてまいります。最後に実行委員の方々、ご協力いただいたメーカーの方々、大変お疲れさま
でした。

支部合同勉強会開催報告

第四支部　萩原　貴之・齋藤　幸夫

実行委員の皆さま
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演者の皆さま

熱いぞ熊谷

来年もお会いしましょう！！
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　平成 28 年 11 月 25 日（金）午後 7時より、熊谷市のマロウドイン熊谷にて毎年恒例である第四支部忘
年会が開催されました。
　当日は、会員・賛助会員合わせて約 78 人と多くの施設からの方々に参加していただきました。会場の
雰囲気は終始賑やかで、OBの方から新人の方まで幅広い世代の参加により、施設や世代を超えて親睦を
深めることができました。
　施設紹介では、ユニークなマイクパフォーマンスなどで大いに盛り上がりました。
　今後も第四支部会員が参加しやすい、参加してみたいイベントを企画していきますので、ぜひ皆さまの
参加をお待ちしております。
　参加していただいた会員・賛助会員の皆さまに心よりお礼申し上げます。

第四支部忘年会報告

第四支部　萩原　貴之

盛り上がっています
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全ての施設紹介ができないことについてお詫び申し上げます。
今回紹介されなかった施設は来年度優先して掲載させていただきます。

秩父市立病院さま

熊谷総合病院の皆さま

小鹿野中央病院さま

羽生総合病院の皆さま

秩父病院さま

深谷赤十字病院の皆さま

施設紹介
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第五支部

第五支部�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
情報交換会以外でもご意見ご提案があれば気軽にご連絡ください�

�

地区の活動にご協力いただける方からのご連絡待っております��

�

下記でもご案内をしております。�

KWWS���VDUW�GDLJRVKLEX�MLPGR�FRP��

� � � � � � � � � � � � � � �

�

情報交換会� � �

�

場所は春日部市民活動センター〔ふれあいキューブ〕�

� 月 �� 日� １９：００～�予定）�

� 月 �� 日� １９：００～�予定）�

� 月 �� 日� １９：００～�予定）�

� � � � � � 詳しくは、6$57 の +3 などでご案内致します。�

（気軽にご来場していただいてご意見などお伺いできれば幸いです）�

テーマなど皆さんのご意見をお待ちしています。�

ご参加ご協力をお願い致します。�

�

第五支部理事� 矢崎� �L�\D]DNL#VDUW�MS��

�
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第六支部
 

 
 
巻頭言�  

ポジティブシンキング �YV� ネガティブシンキング �

�

丸 山 記 念 総 合 病 院 � � 木 村 � 浩 明 �

�

� “ ネ ガ テ ィ ブ ・ シ ン キ ン グ ” と は 、 辛 い こ と や 嫌 な こ と が あ る と 何 で も 悪

い 方 向 に 考 え る 思 考 を い い ま す 。 酷 く な る と 被 害 妄 想 的 に な り 、 精 神 的 に も

影 響 し て し ま う の で 悪 い 意 味 で 多 く 使 わ れ ま す 。 �

� 一 方 、 何 で も プ ラ ス 思 考 に と ら え る “ ポ ジ テ ィ ブ ・ シ ン キ ン グ ” は 、 い い

意 味 で 捉 え ら れ る 場 合 が 多 々 あ り ま す 。 何 か 悪 い こ と が 起 き て も 、 悪 い こ と

は 早 く 忘 れ て 次 に 進 ん だ り 、 そ れ 以 上 の 悪 い 状 況 を 想 像 し て 不 幸 中 の 幸 い だ

と 考 え た り な ど 、 自 分 の 中 の 悪 い 面 に 気 付 き 改 善 し た り 自 分 を 高 め る に は 、

非 常 に 良 い こ と だ と さ れ て い ま す 。 し か し 、 人 は な か な か 自 分 の 思 考 パ タ ー

ン を 変 え る こ と は で き ま せ ん 。 マ イ ナ ス 面 が 目 に つ き 出 す と 、 ど う し て も さ

ら に 悪 い 方 へ 考 え て し ま い 、 深 み に は ま っ て し ま う と 、 ど う に も な ら な く な

っ て 自 分 の 思 考 に 縛 ら れ て し ま い 抜 け 出 せ な く な る 事 も あ り ま す 。 ど ん な 問

題 が 起 き て も 冷 静 に 客 観 的 に 自 分 を 見 つ め “ ポ ジ テ ィ ブ ・ シ ン キ ン グ ” で 乗

り 越 え て 力 を つ け な が ら 前 進 で き る 人 を 見 る と 、 本 当 に え ら い な ぁ と 感 じ る

の は 確 か で す 。 た だ “ ポ ジ テ ィ ブ ・ シ ン キ ン グ ” も は き 違 え て し ま う と 怖 い

も の で す 。 � �

� 例 え ば 、 い つ も ニ コ ニ コ し て い て 、 ど ん な 失 敗 を し て も へ こ た れ ず 、 い つ

も 前 向 き な 人 が い る と し ま す 。 初 め て そ う い う 人 を 見 た と き は 、 そ の 精 神 力

の 強 さ と 前 向 き さ に 感 心 し ま す が 、 長 く 付 き あ っ て い る と 同 じ 失 敗 を 繰 り 返

し て い る こ と に 気 付 く こ と も あ り ま す 。 い つ も 笑 顔 を 絶 や さ な い 事 と 前 向 き

さ は え ら い な ぁ と 思 っ て い て も 、 ふ と し た 対 処 や 行 動 に 「 あ れ "�」 と 思 う こ

と が あ っ た 場 合 、果 た し て こ れ は“ ポ ジ テ ィ ブ・シ ン キ ン グ ”な の だ ろ う か ？

そ れ と も 、 た だ 反 省 し な い 人 、 あ る い は 学 習 能 力 の な い 人 な の か ？ と 疑 問 に

感 じ て ら れ て し ま い ま す 。 同 じ 失 敗 を 繰 り 返 し て い る と 、 次 第 に 周 り か ら 信

用 さ れ な く な り 、そ ん な 人 に「 一 度 失 敗 し た か ら と い っ て ク ヨ ク ヨ し な い で 、

も っ と 前 向 き に が ん ば っ て 」 な ど と 笑 顔 で 言 わ れ て も 、 し っ く り き ま せ ん 。 �

� そ れ に 比 べ た ら 、 い つ も 先 回 り し て 心 配 し な が ら も 失 敗 し た と き の こ と を

考 え「 も し ○ ○ が 起 き た と き は 、こ の 方 法 で や り 直 す 」「 こ こ で 失 敗 し た と き

は 、 こ う す る 」 な ど と 、 あ ら ゆ る 対 応 策 を 立 て て い る 人 の 方 が 、 現 実 的 に は

う ま く い く よ う に 思 い ま す 。「 そ こ ま で 考 え な く て も い い じ ゃ な い か ？ 」と 言

わ れ る ほ ど の 最 悪 の 状 況 を 考 え る “ ネ ガ テ ィ ブ ・ シ ン キ ン グ ” を し て も 対 応

策 を 考 え る こ と が で き れ ば 、 あ る 意 味 で 徹 底 し た 危 機 管 理 能 力 が あ る か ら だ �

埼玉県診療放射線技師会  

第六支部  

� ࠇ� ᪽ ᚕ � ங ஭ � ී ଢ �

࠯�� ঺ �� ࠰ ࡇ �ᇹ � ׅ ܭ ஖ ᜒ ፼ ˟ إ ԓ �

࠯�� ঺ �� ࠰ ࡇ �ࣔ ࠰ ˟ إ ԓ �

࠯�� ঺ �� ࠰ ࡇ �ዮ ˟ క ϋ �
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と 思 う の で す 。 �

� 失 敗 か ら 学 ば な い “ ポ ジ テ ィ ブ ・ シ ン キ ン グ ” で ス キ だ ら け の 状 ែ と 、 ᚲ

せ 以 上 の “ ネ ガ テ ィ ブ ・ シ ン キ ン グ ” を ฼ 用 し て 、 い ࡊ と い う と き に ഛ え る

の で あ れ ば 、 ᚋ ⪅ の ほ う が い ろ い ろ な 意 味 で ᡂ ຌ す る 場 合 が 多 い の で は な い

か と ⚾ は 考 え ま す 。 �

� “ 前 向 き な ጼ ໃ か ら く る 自 信 ” と “ 自 ᕫ の Ḟ Ⅼ も 見 え な い 㐣 信 ” と の 違 い

を 見 ᴟ め る の は 㞴 し い で す が 、“ ポ ジ テ ィ ブ ・ シ ン キ ン グ ” と “ ネ ガ テ ィ ブ ・

シ ン キ ン グ ” は 、 ᫬ と 場 合 を 考 え て ࣂ ラ ン ス を と り な が ら う ま く 使 い 分 け る

の が い い と 思 い ま す 。  
 

ᖹᡂ �� ᖺ度 � 第 � 回ᐃᮇㅮ習会ሗ࿌ �

丸山記念総合病院 � 木村浩明 �

� �

埼 玉 県 診 療 放 射 線 技 師 会 第 六 支 部 の 第 � 回 ᐃ ᮇ ㅮ 習 会 が 、 ᖹ ᡂ �� ᖺ �� ᭶

�� ᪥ に -&+2 ໭ 部 ་ 療 ࢭ ン タ ー に て 㛤 ദ さ れ 、 ཧ ຍ 人 ᩘ は �� 人 と な り 、 会 場

は ኱ ┒ 況 で し た 。 ௒ 回 は 、 ൗ 越 な が ら ௒ ᖺ 度 か ら の ᪂ 人 ᙺ ဨ で あ る ⚾ が ௻ ⏬

ᢸ 当 さ せ て い た だ き 、࣓ イ ン テ ー マ を「 ᛴ ᛶ ᮇ ⑌ ᝈ の ≉ ᚩ と 初 ᮇ 診 ᩿ 」と し 、

� つ の ࢭ ࢵ シ ࣙ ン ᵓ ᡂ で ௻ ⏬ ⮴ し ま し た 。௒ 回 の ㅮ 習 会 の 意 ᅗ は 、᧜ 影 す る 前

に ᝈ ⪅ ᝟ ሗ を ᚓ る こ と に よ り 、 ㉁ の 高 い ᳨ ᰝ が で き れ ば ᝈ ⪅ に と っ て も ᭷ ┈

で あ る し 、 ま た 診 療 放 射 線 技 師 と し て も ㄞ 影 の ⿵ ຓ を す る た め に 初 ᮇ 診 ᩿ を

ᇶ に し た ྛ ⑌ ᝈ の ⏬ 像 上 の ≉ ᚩ を ᢕ ᥱ す る こ と で 、 ་ 師 に ṇ 確 で 確 実 な ᝟ ሗ

を ᥦ ౪ で き る こ と を 目 的 と し ま し た 。 �

ࢭ ࢵ シ ࣙ ン Ϩ「 ⑕ 例 ຮ 強 会 」で は 、ᩆ ᛴ ⑕ 例 に ࠾ け る &7 ⏬ 像㸦 頭 部 ⦅ 、⭡

部 ⦅ 㸧、ᅄ ⫥ の 一 ⯡ ᧜ 影 の � 部 ᵓ ᡂ に な っ て ࠾ り 、そ れ ࡒ れ 㡰 ␒ に す ኱ ᐑ 病 院 �

㇏ ␃ ❶ ⿱ Ặ 、 ⓑ ᒸ 中 ኸ 総 合 病 院 � ▼ ⏣ ோ Ꮚ Ặ 、 ᣦ ᡪ 病 院 � ▼ ᕝ 直 ဢ Ặ に ᪥ ࡈ

ろ よ く 見 ら れ る ⑌ ᝈ を 中 心 に ㅮ ₇ し て い た だ き ま し た 。 ㇏ ␃ Ặ の ㅮ ₇ で は 、

እ യ ᫬ の Ⓨ ⏕ ᫬ 㛫 か ら ὀ 意 し な け れ ば な ら な い ୺ な ⑕ 状 や 、 ᱾ ሰ の ἞ 療 に ࠾

け る ⾑ ᰦ ⁐ ゎ 療 法 �U�W3$�ま で の 㐺 応 ᫬ 㛫 な ど の 、い わ ゆ る ࢦ ー ࣝ ࢹ ン タ イ ࣒

の 㔜 せ ᛶ を ᢕ ᥱ し ま し た 。 ▼ ⏣ Ặ の ㅮ ₇ で は 、 ᝈ ⪅ の ③ み の 部 ఩ や ⑕ 状 、 ᳨

ᰝ ್ を ▱ る こ と に よ り ྛ 部 ఩ に ࠾ け る ⑕ 例 を ண   す る こ と で 、 た だ ᧜ 影 す る

だ け で な く ࠗ 考 え な が ら ᧜ 影 す る 事 ࠘ の ኱ ษ さ を 学 べ ま し た 。 ▼ ᕝ Ặ に は 、

⭸ ⵹ 㦵 㦵 ᢡ と 分 㞳 ⭸ ⵹ 㦵 の 違 い は 、 ⏬ 像 上 だ け で は ṇ 確 に 診 ᩿ が で き な い の

で ᝈ ⪅ の ཷ യ ᫬ の 状 況 、 ㌟ య ⑕ 状 や ᝈ 部 の ⭘ れ な ど 、 ᧜ 影 す る 㝿 に 確 ㄆ し な

が ら ᧜ 影 す る こ と で 違 い が ุ ᩿ で き る と い う の は 、 そ の ᚋ の ἞ 療 や ㏣ ຍ ᧜ 影

の ᚲ せ ᛶ な ど も 考 ៖ で き る と 思 い ま す 。 �

ࢭ ࢵ シ ࣙ ン ϩ で は 「 &7 ᳨ ᰝ に よ る ᩆ ᛴ ⑌ ᝈ の 対 応 」 を テ ー マ に 、 ྛ ₇ ⪅ に

&7 ⏬ 像 の ㄞ 影 を ラ イ ブ ᙧ ᘧ で 行 な い 、 そ の ᚋ は ࢹ ィ ス ࢝ ࢵ シ ࣙ ン に よ り ྛ ᪋

タ の ᩆ ᛴ に 㛵 す る ㉁ 問 を 会 場 か ら し て も ら い ま し た 。 ㄞ 影 ⑕ 例 は 、 ⬻ ᱾ ሰ ・

⫵ ⅖ ・ イ ࣞ ࢘ ス の � ⑕ 例 を 埼 玉 ▼ 心 会 病 院 � ㅖ ⏣ ᬛ ❶ Ặ 、 さ い た ま ㉥ ༑ Ꮠ 病

院 � ᑠ Ṉ 木 ಇ Ặ 、 上 ᑿ 中 ኸ 総 合 病 院 � ෆ ⏣ ⍛ ᇶ Ặ に 行 っ て い た だ き ま し た 。

こ の ㄞ 影 に 㛵 し て は 、 そ れ ࡒ れ の ⑕ 例 の ㄞ 影 は も ࡕ ろ ん 、 ྛ 部 ఩ に ࠾ け る ᇶ

本 的 な ㄞ 影 の ௙ 方 と 診 療 放 射 線 技 師 の ㄞ 影 と し て ⑕ 例 以 እ に も 診 ᩿ し な け れ
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ば な ら な い 㔜 せ ಶ ᡤ を 中 心 と し た ㅮ ⩏ で し た 。 ㄞ 影 の ௙ 方 は ಶ 々 に あ る と は

思 う が 、 ど う い う 場 ᡤ や 㡰 ␒ 、 ど の よ う な 事 に ὀ 意 を し な が ら ㄞ 影 し た ら よ

い か な ど を ㅮ ₇ ⪅ の ラ イ ブ ㄞ 影 に よ り 、 自 分 で は ௒ ま で 気 に し て な か っ た こ

と や ෌ ㄆ ㆑ で き た こ と 、 ま た ⱝ ᡭ の ㄞ 影 ᩍ ⫱ に な れ ば 幸 い で す 。 �

そ の ᚋ の ࢹ ィ ス ࢝ ࢵ シ ࣙ ン で は 、 ⱝ ᡭ な ど が 当 直 に ධ る に 当 た り 、 ᩆ ᛴ ⑌

ᝈ の ᩍ ⫱ を ど の よ う に 行 っ て い る か ？ ᩆ ᛴ ⑌ ᝈ や ⌋ し い ⑕ 例 の ᝟ ሗ ஺ ᥮ は ど

の よ う に ඹ ᭷ し て い る か ？ な ど の ㉁ 問 が あ り 、 ྛ ᪋ タ の ᩍ ⫱ ⎔ ቃ も ▱ れ た こ

と は 、ⱝ ᡭ の ཧ ຍ ⪅ に ኱ き な 影 響 や ⑕ 例 学 習 の ບ み に ᮇ ᚅ で き た と 思 い ま す 。�

�

௒ ᚋ 第 六 支 部 で は 、 ᪂ 人 ・ ⱝ ᡭ ᩍ ⫱ を ㊃ ᪨ と し た ᐃ ᮇ ㅮ 習 会 を 㛤 ദ し 、 ニ

ࣗ ࢔ ン ス は ࠗ 第 六 支 部 を ᬮ か く み ん な で ┒ り 上 ࡆ て い こ う ࠘ と い う ス タ イ ࣝ

で 学 ⾡ ௻ ⏬ を し て ࠾ り ま す 。 こ の 機 会 に 支 部 ඲ ဨ で ┒ り 上 ࡆ て い け た ら と 考

え ま す 。 �

最 ᚋ に 、 こ の 度 ࡈ ㅮ ₇ い た だ い た ₇ ⪅ の 方 々 と ௻ ⏬ ༠ 力 し て も ら っ た 第 六

支 部 ᙺ ဨ ྛ ఩ に 深 く 感 ㅰ ⏦ し 上 ࡆ ま す 。  
 

第六支部忘ᖺ会ሗ࿌ �

� � � � � � � � � � � � -&+2 さ いたま໭部་療ࢭンター � 放射線⛉ �

಴ෆ � ඞ᠇  

 
ᖹ ᡂ �� ᖺ �� ᭶ �� ᪥㸦 木 㸧�� ᫬ よ り 、኱ ᐑ 㥐 前 に あ る ࢝ ジ ࣗ ࢔ ࣝ ࢲ イ ニ ン

グ 「 .,&+,5, ኱ ᐑ す ཱྀ 」 に て 、 ẖ ᖺ ᜏ 例 の 第 六 支 部 忘 ᖺ 会 が 㛤 ദ さ れ ま し た 。�

当 ᪥ は �� ᭶ に も 㛵 わ ら ず 、ᮅ か ら ᫨ 㐣 ࡂ ま で 㞷 が 㝆 る と て も ᐮ い ᪥ で し た

が 、 � ᪋ タ か ら �� 人 と 多 く の 方 々 に ཧ ຍ し て い た だ き ま し た 。 㣗 事 は と て も

࠾ い し く 、ᬑ ẁ あ ま り ஺ ὶ が な い ௚ ᪋ タ の 方 々 と の ぶ ╬ も 深 め る こ と が で き 、

多 く の ཧ ຍ ⪅ が 笑 顔 に な れ た   か い 忘 ᖺ 会 だ っ た と 思 い ま す 。 �

ྛ ᪋ タ よ り ࡈ ཧ ຍ い た だ い た ⓙ さ ま に ཌ く ࠾ ♩ ⏦ し 上 ࡆ ま す 。 ే せ て ᮶ ᖺ

も 第 六 支 部 ᪋ タ の ⓙ さ ま の ࡈ ཧ ຍ を 心 よ り ࠾ ᚅ ࡕ ⏦ し 上 ࡆ ま す 。 �


